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正解
n問２（１）：１
n問２（２）：５
n問２（３）：１
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問２（１）で気になる⽤語は？



相関とは？

n正の相関
pXが⼤きくなる程Yも⼤きくなる

n負の相関
pXが⼤きくなる程Yは⼩さくなる

正の相関 負の相関



相関係数とは？
n相関具合を数値化したもの：
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n正の相関
pXが⼤きくなる程Yも⼤きくなる

n負の相関
pXが⼤きくなる程Yは⼩さくなる

正の相関 負の相関

−1 ≤相関係数 ≤ 1

0 ≤相関係数 ≤ 1

−1 ≤相関係数 ≤ 0



正解：１

問２（１）の解説



正解：５

問２（２）で気になる⽤語は？



変動係数とは？
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正解：５

問２（２）の解説



問２（３）で気になる⽤語は？



単回帰分析の基礎知識
この数式、中学校で習いませんでした？
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𝑌 = 𝑎𝑥 + 𝑏
係数 切片

x

y

b

a



統計の回帰分析の式
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𝑌 = 𝑎𝑥 + 𝑏 + 𝜀
係数 切片 誤差、残差

b

a

x

y 誤差



⼆つの式は、説明変数が同じ

この時の、残差e1と残差e2の相関を、
説明変数（この問題では人口）の影響を

除いた相関（偏相関）と呼ぶ



問２（３）の解説

正解：１



この動画で学んだ⽤語
n正の相関・負の相関

n相関係数

n変動係数

n残差

n偏相関係数
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正解
n問２（１）：１
n問２（２）：５
n問２（３）：１
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